
中 日本鋳造工学会第2期長期ビジョン

2014年 5月

公益社団法人日本鋳造工学会

長期ビジョン委員会

委員長 山内康仁

( P.1) 

（公社）日本鋳造工学会基本理念 鉱芳雄投団法人自本鋳造工学会

.織ビジョン餐員会

(p.2) 

（公社）日本鋳造工学会は、昭和7(1932）年 5月に設立された学術団体（当時、社団法人

日本鋳物協会）であり、我が国の鋳造に関する学問，技術の進歩，向上とそれに伴う鋳造業界

の発展を目的に、以下の基本理念を掲げ、学会活動を進めてきた。

基本理念

・使命

私たちは、鋳造工学に係わる学術および技術の振興を図り、

日本および世界のものづくり基盤産業の発展に寄与し、社会の豊かな生活を実現する。

・行動指針
・技術革新と人材育成に努める0

．会員相互の研績に努める。

・活動基本方針
・研究者および技術者の確保と育成

－産・学・官の連携に努める。

－国際社会との競争と協調に努める。

－研究開発拠点の整備・拡充による研究開発の促進とその普及

．他学会等との連携による学会活動の強化

・会員サービス向上による学会活動の更なる充実



紅、公益経団法人日本鋳造工学会

長期ビジョン望書員会

(p.3) 

活動振り返り（公社）日本鋳造工学会空
（公社）日本鋳造工学会の現状は、平成5(1993）年～平成8(1996）年をピークに

学会活動指標（学会会員数や学会誌掲載論文数など）が漸減する傾向にあった。

このことを踏まえ、第1期長期ビジョン（2009年）を制定、学会活動の活性化を図った。

【学会誌掲載論文数の推移】
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【正会員数の推移】
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口平成8(1996）年の77件／年をピークに減少。
平成24(2012）年 28件まで減少（最小値）

・ 第1期長期ビ、ジョンの取組み（期限付き研究委員会設立

による研究活動充実、サボイン活動サポートなど）を行う

も、論文投稿の増加には至らず。

＜小委員会の設置＞

口平成5(1993）年から約60人／年のベースで減少。
平成23(2011）年 2525名まで減少（最小値）． 
開始されたく鋳造カレツジ＞修7者（鋳造控士）が

正会員として畳録（3年間）。減少傾向の歯止めに貢献。

第2期長期ビジョンに向けて

日本でのものづくり
にしよう！」

「鋳物のすばらし慈悲鵠醸錦記署長とlt),

的盤軍事性をしっかりPR，円、

【活動方針1
5総機＼心機総選挙ト

長期ビジョン小委員会の設置

；ための検討委員会

［委員構成］

杉本副会長，木口副会長

企画委員会（橋本，白JII)，研究委員会（神戸），編集委員会（西）

行事企画委員会（山浦），広報委員会（平塚）， YFE委員会（清水），学会事務局（佐藤）

く現状把握（課題見える化），取組み方向性検討＞

主立_t_（ワクワクする）商品を創造するために

（会員増え、喜ばれる環境づくり）

［活動テーマ］

機ぴぷ繍日本の鋳物づくりの課題と

関；：：！語紙袋週日本鋳造工学会の活性化のために

(1回／月頻度）計16回‘12年8月～’ 14年4月［活動期間］



第2期長期ビジョン小委員会活動 紅海公益経団法人日本鋳造工学会

長期ビジョン委員会

く現状把握（課題見える化），取組み方向性検討＞

日本の鋳物づくりの課題と

主立J:::（ワクワクする）商品を創造するために

際；：泌総4語襲謂

＜日本の鋳物産業を取り巻く環境＞ 紅夕、公益技団法人自本鋳造工学会

JUUiビジョン餐員会

(p.9) 

－自動車（輸送機器）はこれからも成長産業ではあるが、
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嚇を就山卜商品を生み出す＞ 伝方公益祉団法人筏本鋳造工学会

畏剣ビジョン望書員会

｜ワクワクする商品を創造するには｜

(p.10) 

＜第1の要素＞ 消費者調査
＜取組み①＞

＜第2の要素＞ 商品化のアイデア

口その地械の社会構造
口その地域の文化

－各企業の収集情報

情報を収集｜・他の機関などの情報
〔アイデ叫ん叫前〕

企業風土づくり
口お客織の生活環噴
口お客様の生活線式

ヒット商品の
・惨ヒントになるもの ・砂

を見出す。

＜第3の要素＞

アイデアを具現化する技術力

具体的な －－－－－..それを実現する

商品イメージ マ自前技術＋他人の技術

※商品化に必要な技術の蓄積

｜鋳造工学会＜取組み②＞｜

女企業と大学、研究機関の橋渡し

－研究情報の紹介

－支援制度等の紹介

具体的な商品イメージ：くお客様をワクワクさせる＞：
生活・文化に

に落とし込み； 変化を与える

＜第4の要素＞

開発を推進するリーダー発掘

＜商品開発段階＞ 数々の障害・困難

このような逆境にもめげず

開発に温進するリーダーが必要

これを発掴する。

＜第5の要素＞
リーダーをJ心；ノクアップする経営者の存在

［西堀栄三郎の名冒］

ヒット商品・・・キチガイと大物の組合せ

第2期長期ビジョン小委員会活動 鉱涛公益祉団法人店本鋳造工学会

長期ビジョン餐員会

く現状把握（課題見える化），取組み方向性検討＞

日本鋳造工学会の活性化のために
（会員が増え、喜ばれる環境づくり）



附議選護霊濁

（公社）日本鋳造工学会現状把握（2012年）
“海公益祉団，圭人日本鋳造工学会

長期ビジョン餐員会

く鋳造工学会正会員数〉
克明 「

企業正会員の内訳

［一一一学会活動への参加が少ない
（全国講演大会，講習会，講演会、など）

40覧

2m‘ 

o• I 
1972年 1990年 2006年 2012年

【重点課題】
( 1)企業正会員の減少抑制

－中小企業に対する満足度向上
2ぐ

(2）若手技術者・研究者の減少抑制

・若手人材の継続的な育成

( P.11 ) 

ぶ

構第2期長期ビジョン小委員会活動 鉱方公益事国法人日本鋳造工学会

長期ビジョン望署員会

く企業正会員の減少抑制＞

中小企業に対する満足度向上
～中小企業経営者との

懇話会（意見ヒアリング）の実施～



購町宮業経営者との懇話会まとめ【重点課題（ 1 ) ］＂＇＂明記：：：：~会
（～平成25年5月実施分） ( P.13) 
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【第2期長期ビジョンでの取組み】

上記の大括り化したi繁 の具現化

噂第2期長期ビジョン小委員会活動 転弔公益社団法人包本鋳造工学会

.耳目ビジョン望書員会

く若手技術者・研究者の減少抑制＞

若手人材の継続的な育成
～若手向け講座、イベントの実施～



機淡李総綴3変遷

若手向け講座、イベントの実施
~、公蝋団法人店本鋳造工学会

【重点課題（ 2）】司F ・ 長期ビジョン嘗員会

(p.14) 

【鋳造エンジニアの人材育成イメージ図】

蓋皇（学生），鋳造技術者（新人、中堅、他），盆重章に適した育成プログラムの構築

鋳物を憶しむf興E宇寺町..•.± t•. 鋳物を究める手事量める

7 ぷ、 I玄学） I ・i撃と道空間三
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【第2期長期ビジョンでの取組み】

人材育成におけるトけ、判以 州

、子よの具現化.• 

？聖 第2期長期ビジョン活動目標および戦略課題。公益社主主主f会

( P.15) 

第2期長期ビジョン活動目標

・正会員数 3,000名／’ 16年度末

・維持会員数 400社／’ 16年度末

100名増／年 （’ 13年12月現在 2,727名）

13社増／年 （’ 13年12月現在 361社）

長期ビジョン戦略課題
（社）日本鋳造工学会基本理念

使命・行動指針 活動基本方針

・研究者および控術者

の確保と賓盛・使命
私たちは、鋳造工学に係わる学術

および技術の振興を図り、日本および

世界のものづくり基盤産業の発展に

寄与し、社会の豊かな生活を実現する。

・研究開発拠点の

整備・拡充による

研究開発の促進

とその普及・行動指針
・技術革新と人材育成に努める

．会員相互の研鋪に努める

－産・学・官の連携に努める

・国際社会との競争と協調に努める

・他学会等との連機による

学会活動の量生

・会員サービス向上による

学会活動の更なる充実

4 掌会会員に対する

サービス向上

5 非会員に対する 感ぶ
学会の知名度向上



構第2期長期ビジョン 戦略課題と推進テーマ（開図；。公蹴：~~~：：：：学会
( P.16) 

（社）日本鋳造工学会基本理念 ！ 第2期長期ビジョン 一一寸
戦略課題 ｜ ｜ 活動指標 ｜ ｜ 推進テーマ・プロジェクト ｜ 

高品質田高付加価値の素材製品を製造するための技術

－研究部会害加者数
1 環境の変化に対応する

ーオ白ナイスドセツ川ノ 設計製造フロセスを高度化するための技術
・研究開発拠点の 箆貨基車置に盤が畳

整備・拡尭による 基聾研賓の盤進
講演団数

社会的要請や製薬に対応するための技術

~Znftftの量進
－技術口トマッフ見直し

とその普及
定期的主ロドマッフの見直しと研究テーマの立よげ情報発信

オ鋳物を究める極める特別共同研究鋳造力レyジ（上級）

正会員数

・世命 2 鋳造に関する
正全員数（40歳以下：

鋳物を科学する白目若手研究l 技術者向け情報、講習会、他

私たちは鋳造工学に係わる ・量2重盗卓l.E_ 撞術伝承の推進
学生会員数

堂神iおよび技術の娠興を図り、 主華墨λ載の賓虚 鋳物を愉しむ（大学）目回大学生育成ネットワウ鋳物コノテスト他

日本および世界のものづくり
量監査の確保 ・学生イヘノト参加者数

基盤産業の発展に寄与し、
と重盛 鋳物を愉しむ（高校） 理系学生応援7ロソエヲト、他

社会の豊かな生活を実現するc

学会事加者数t日本 国際学会への計画的な参加および論文発表の促進
・行動指針 大会発表件数（日本：
－技術革新と人材育成 3他学協会等との連盟 ・MT投稿件数 海外鋳造技術情報の定期的な調査と会員への提供

に努める による
－会員相互の研舗に努める

•f血学金等主型連盆 rロー，、・ル孟劃の強化
海外情報レホ ト件数

海外情報（生活文化えよど）の定期的な調査と会員への提供
－産・掌・官の連機に努める による学会活動の ・WFC害加者数

・国際社会との蛾争 量1ι ・WFC論文発表件数 WFC20161第72回世界鋳造会議）名古屋開催
と協調に努める

投稿環境の充実による会誌掲載記事の貫・量のt広大

・会誌掲載記事件数

4 ！！金金目！こ誼主晶 ー講演大会発事件数
全国講演大会の充実

・金量堂土丘三血」ヒ 立ピス自よ －イヘント書加者数 人材交流（技術目人）支懐
による学会活動 －学会HP7ウセλ数

の更立る充実 会員車用情報発信事業の構築

技術イヘノト開催件数 鋳造産業を支える1ものづくり力’の発信

5 非会員に対する H （他学協会との連機）

学会の知名度向上 学 会HP7ウヤス数
｛鋳造関連技術交換の場の提供（吉む葬会員）

イヘノト書加学生数 鋳物に関心杢持つ環境づくり

空第2期長期ビジョン推進テーマ担当委員会
紅ア場公益事士団法人日本鋳造工学会

畏織ビジョン望署員会

戦略課題

1 環境の変化に対応する

藍貨基量包震虚盈

基盤量室企盤進

2 鋳造に関する

盈賃皇墨金盤進
主蓋圭ム盆盟重盛

3 帆哩櫨金構左白遺構

による

f~旦辺重量盟強生

4 埜金金且旦量主壷

宝＝豆丞血主

5差金量ι益支盈

主傘血血盆阜且よ

l I 活動指標

・研究部会害加者数

オーカナイストセツソヨン

講演回数

回技桁ロードマッフ見直し

正会員数

• iE会員数（40纏以下j

学生会員数

回学生イヘノト事加者数

学会書加者数1日本）

大会発費件数（日本）

・MT投稿件数

ー海外情報レホ ト件数

・WFC害加者数

・WFC論文発表件数

会誌掲載記事件数

講演大会発表件数

川

学会HP7クセス数

第2期長期ピ、ジョン

l I 推進テーマ・プロジェクト

高品質・高付加価値の素材製品を製造するための技術

設計ー製造プロセスを高度化するための授術

社会的要請や製薬に対応するための妓術

定期的な口トマツ7の見直しと研究テマの立よげ情報発信

鋳物を究的る極めるー特~ii 共同研究鋳造カレッジ（上級：

鋳物を科学する・・若手研究技術者向け情報、講習会、他

鋳物を愉しむ（大学） 大学生育成ネットワーウ鋳物コンテλト 他

1鋳物を愉しむ（高校） 理系学生応援7ロン湖、他

国際学会への計画的な害加および論文発表の促進

海外鋳造技術情報の定期的な調査と会員への提供

海タネ情報（生活文化など）の定期的な調査と会員への提供

WFC2016（第72回世界鋳造会議）名古屋開催

投稿環境の充実による会誌掲蔽記事の質・量の拡大

全国講演大会の充実

会員専用情報発信事業の構築

按術イヘント開催件数 ｜け鋳造産業を支えるιものづくり力”の発信

（他学協会との連携）

．学会HP7刊λ数

目イイント書加学生数

鋳造関連枝術交換の場の提供（吉む非会員）

鋳物に関心を持つ環境づくり

－「

置室 企E ム鍾 且墜 鍾皇 笠聖 立E 広量
育成 関係 企画

。
。 。。。。。。。。。 。。。 ム ＠ 。。 。。。。。。。。。。 。

＠ 。。。
＠ 。 。。 。 。。＠ 。 。。＠ 。 。。。 。。
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